
 

 

 

 

 

 

         「 十二支の丑に学ぶ 」            校長 渡部 敏郎 

新年明けましておめでとうございます。今年の干支は丑（ウシ）です。干支の順番は子（ネ

ズミ）に続いて二番目ですね。十二支のはじまりの物語によると、神様が一番最初についたも

のから順にその年のリーダーにしてあげるという話の中で、まじめなウシは準備よく前日から

出発し一番に着いたのですが、背中に乗って眠って移動していたネズミに到着直前に降りられ

て二番になったとのことです。３学期の始業にあたり、ウシが早めに出発したように、何事に

も先を予測した早めの対応のできる年にしようと呼びかけました。引き続き先が見えにくい現

状だからこそ、生徒の皆さんにはいつも早めの準備を心がけ生活を送っていってほしいと願っ

ています。皆様、本年も吉賀高校をよろしくお願いします。 

令和２年１２月１４日（月）、今年度の文化勲章を受章された吉賀町出身の彫刻家、澄川喜一氏が、吉賀町で行

われる記念式典に合わせて本校にも来校し、記念講演をしていただきました。六日市小学校での思い出から、岩

国での高校時代のお話しをされ、「徹底的に努力すること。何でもいいから人一倍努力することは大事」とメッセ

ージをいただきました。最後に生徒が美術の授業で作成した作品をご覧になりお褒めの言葉をいただきました。 

２学期も人権・同和教育を本校にて行いました。３年生は“結婚差別”、２年生は“コロナ差別”、１年生は

“身近な偏見”について取り上げ、身近に潜んでいる多様な差別について学びました。日常生活でも多く取り上

げられているテーマということもあり、生徒たちも真剣にお互いの意見を述べ合っていました。偏見・思い込み

による言動や行動について考え、今後どのように配慮する必要があるのかを深く共有することができ、今後の学

校生活、日常生活で活かしてほしいと思います。 

 

 

  

 

 

 

 

 『コロナ差別』をテーマに扱った人権・同和教育の授業を受

け、本校２年生が新型コロナウイルス感染拡大防止に関する

CMを作成しました。今回、「サンネットにちはら」さんご協

力のもと撮影し、令和２年１２月２６日より放映されました。

授業での学びを活かして人権啓発活動にまでつなげることが

できました。 
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“結婚差別・コロナ差別・身近な偏見”について考えました！ 

新型コロナウイルス感染拡大防止 CMを作成しました！ 

澄川喜一氏 ～文化勲章受章記念講演会～ 
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  令和２年１２月１７日（木）、本校活動の一環であるアントレプレナーシップ教育（総合的な探究の時間）の

中間発表会が校内で開催されました。テーマは下記の通りです。１、２年生のチームを A～E グループに分け、

グループ内で日々の取り組みの成果を発表し合い、お互いに質疑応答しながら内容を共有しました。 

 

最後は、講師としてお迎えした浦崎太郎氏（大正大学地域創生学部教授）に今回の発表会の講評をしていただ

き、その中で「各テーマの中で問いをどれだけ深めることができるか。そのテーマの中で大事なもの何か。探究

していく中で小さな一歩を確実に踏み出すことが大事。」など多くのアドバイスをいただきました。 

  

 

令和２年１２月１９日（土）、吉賀町六日市にあ

る『草の庭』で開催されたしめ縄作りの地域イベン

トに、本校から２名の生徒が参加しました。稲わら

で正月飾りを作るということで生徒たちも張り切

っており、講師の方にご指導いただきながら完成

させることができました。稲わらのねじる方向が

決まっていること、材料にも意味があるなどのお

話も聞くことができ、驚いている様子でした。 

日時：令和３年２月１２日（金）13:00～16:00    場所：六日市体育館 

今年度のアントレプレナーシップ教育の成果を発表させていただきます。多くの地域の皆様に生徒たち

の成果を見ていただければ幸いです。また、翌１３日（土）、吉賀町教育委員会主催の『サクラマスプロジ

ェクトフォーラム』が同じ六日市体育館で開催予定です。吉賀町の未来について、町民や、中高生が発表

しますので、そちらも合わせてご参加ください。ご来場を心よりお待ちしております。 

 

アントレ校内発表会が行われました！ 

★テーマ一覧 

【１年生】                           

○親が助かり、子どもが喜ぶモノ    ○防災を発信できる拠点づくり  ○地域の人が集まれる場所          

○若い世代に吉賀町を知ってもらうには  ○吉賀町に人をよぶためには    ○祭りや伝統の後継者問題 

○吉賀町の米を加工して町を盛り上げる  ○奇鹿会と連携して吉賀町を盛り上げる ○地域に必要な拠点は 

【２年生】 

○吉高インスタグラムを作ろう     ○高齢者と子どもの思い出づくり        ○川を使って遊ぶ 

○田舎暮らしプロジェクト           ○防災に関するプロジェクト            ○吉賀町のゲームを作る 

○お年寄りに元気を届けよう         ○自然を活かしたアスレチック          ○KOUKYUTOILE 

○吉賀町を多様性のある町へ         ○吉賀町の紙芝居を作る                ○幼児の体力測定 

○働く大人のドキュメンタリー動画を作ろう   ○柿木地区運動会復活プロジェクト    ○病院アート 

吉賀高校アントレプレナーシップ教育成果発表会のご案内 
 

しめ縄づくりに挑戦しました！ 


